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研究成果の概要（和文）：アジアにおける経済統合の中で、人の移動が増加する結果、どのような新たなポリテ
ィクスが生まれたのか政治分析を実施した。コロナ禍で現地調査が引き続き制限されていたため、ヴィザ政策に
かかる過去の歴史を紐解き、タイにおける海外投資誘致政策及び外国人政策の結果、日本企業、日本人社会の影
響力が日本の外交政策に与えた影響を分析した。続いて、コロナ禍を経て、人の移動がいとも簡単に制限される
実態が露見したことで、改めて、出入国管理政策の帰趨を決する「投資誘致」と「人材育成」「国民統合」の政
治的なアジェンダが国家運営においてどのような使われ方をしているのか、歴史的変遷分析し執筆した。

研究成果の概要（英文）：We conducted a political analysis of what new politics have emerged as a 
result of the increased movement of people in the context of economic integration in Asia. Since 
field research continued to be restricted due to COVID , we analyzed the past history of visa 
policies, the results of policies to attract foreign investment and foreigners in Thailand, and the 
influence of Japanese companies and society on Japan's foreign policy. During this period, the 
reality that the movement of people was easily restricted through COVID. Once again, we analyzed and
 wrote about how the political agendas of “investment attraction” and “human resource 
development,” ”Nation Building" which determine the outcome of immigration policy, are used in the
 management of the nation.

研究分野：東南アジア地域研究、国際関係

キーワード： 移民政策　出入国管理　デジタル化　経済成長　ナショナリズム　国家建設　国際秩序　パンデミック
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研究成果の学術的意義や社会的意義
出入国管理政策については経済学、社会学において極めて多くの研究蓄積がすすんでいたものの、国際政治、地
域研究ではその研究は遅れ、国際移動を中心とする人の移動について、アジ太平洋地域における新しい研究成果
を提示することが可能となった。また、地域全体の少子高齢化がすすみ、人材獲得競争が国際政治上の極めて重
要な政治課題になることがはっきりしているため、社会的にもこれまでの経験を結晶化させ、その成果を共有し
ていくことに高い社会的意義が存在する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
一方で経済的な地域統合が進み、他方で、各国社会の経済格差が、経済ナショナリズムを惹起す
る現代のインド太平洋地域において、ヴィザ政策はどのような戦略的判断、および政治的プロセ
スを通じて決定されるのだろうか。この問いを明らかにするために、インド太平洋地域において
出入国管理政策の中でも、送り出しが主たる政治課題となるインドネシア、受け入れが主たる焦
点となるオーストラリア、そして、送り出しと受け入れとの双方が同じレベルで重要となるタイ
の３カ国における国籍制度、ヴィザ制度の戦略的活用と政治過程を比較研究する。 
 
２．研究の目的 
 
経済のグローバル化、地域化の時代において、外国人労働者、外国投資、観光収入のいずれかに
経済的に大きく依存する国家の政府は、国家の浮沈のみならず、自らの政権維持を賭して、外国
人の出入国ルールの調整に腐心する。現代の国家が有する最大の調整手段は国籍ルールの変更 
であり、柔軟かつ頻繁に用いられる調整手段はヴィザ制度の戦略的活用である。地域統合の深化
により、人の移動方法や移動理由が大きく転換する現在、国民の再生産と労働力の再生産はもは
や同一ではない。その結果、国民の定義や労働力の移動を決定づける国籍ルールやヴィザ制度 
の変化をめぐる国内、地域的、そしてグローバルな政治対立はますます先鋭化する。本研究は国
籍及びヴィザ政策をめぐる政治対立のメカニズムを明らかにするため、インドネシア、オースト
ラリア、タイにおけるその政治過程を比較研究する。 
 
３．研究の方法 
本プロジェクトでは、研究期間中にコロナ禍に見舞われたため、大幅に研究手法・期間を修正す
る必要に迫られた。初年度に実施した豪州国立大学との国際研究集会を通じた共同研究、聞き取
り調査、また、インドネシア、タイにおける現地地調査を経て、主として文献調査とオンライン
インタビューを重ねることで研究を進めた。予定とはことなる研究手法をとったことで、想定し
ていた実地調査の期間は減少せざるを得なかったものの、オンラインインタビューの手法を確
立したことで、当初の予定以上に多くの人物へのインタビュー、また当初の計画以上に多くの複
数国のインタビューを実施することが可能となり、研究成果の社会的なフィードバックが可能
となった。 
 
４．研究成果 
 
大きく分けて三つの成果が挙げられる。 
 
第一に、出入国政策、ヴィザ政策についてインドネシアのユドヨノ大統領自身への調査研究に成
功し、多民族・多宗教国家において、いかにして国民統合を守りつつ、自国の人材育成に投資と
邁進しなければならないのか、大統領の視点、景色について、本研究で明らかにすることができ
た。海外で活躍する同胞をどのようにして自国の経済発展に結びつけるか、国内の多民族社会と
海外の同胞との関係が民族間対立につながらないよう、どのような政策手段を講じる必要があ
るのか等、大統領への直接のインタビューなしには知り得ない、研究データの入手に成功し、結
果をTakashi Shiraishi, Nobuhiro Aizawa, Jun Honna, Wahyu Prasetyawan eds. Standing firm for 
Indonesia's democracy : an oral history of president Susilo Bambang Yudhoyono,World Scientific, 
Singapore, February 2024.として発表した。 
 
次に、出入国管理政策における安全保障と経済成長のバランスの間でのポリティクスについて、
とりわけタイのクーデタ後の政治状況の詳細の研究を通じて明らかにした。クーデタ後の政治
的安定のためには、即座に外国人を安全保障上のリスクと認定し事実上の国境封鎖を行うとい
うのが、歴史上の通説であったが、この事例はその反証として、クーデタ後にこそ、ハイレベル
な人材、観光収入を獲得するために、政権内部の安全保障担当部局と経済回復担当部局の間の熾
烈なポリティクスが展開されることを明らかにした。この成果は Nobuhiro Aizawa, “The 
Japanese Business Community as a Diplomatic Asset and the 2014 Thai Coup d’État in John D 
Ciorciari and Kiyoteru Tsutsui” eds. The Courteous Power: Japan and Southeast Asia in the Indo-
Pacific Era, (University of Michigan Press, 2021) pp172-196.として発表した。 
 
そして、本研究を通じて、日本のみならず、米国や豪州、インドネシア、タイの出入国政策の変
化を比較研究しつつ、コロナ禍で変化をよぎなくされたヴィザ政策のもつ政治的価値について、
複数国において研究を実施し、相沢伸広、「脅威かヒーローか？－コロナ禍と米国の外国人労働
者 」 , 笹 川 平 和 財 団 , 2020 年 8 月 . (https://www.spf.org/jpus-j/views-from-inside-



america/20200828.html)として発表するとともに、オーストラリア国立大学と 2019 年に主とし
て入国管理政策担当者を招聘し、国際パブリックフォーラムを開いた。ヴィザ政策、出入国管理
政策が、2019 年以前の経済成長と同期する政策群から、危機管理、しかも、政治的な課題とは
異なる理由での危機管理が地政学的競争と重なる、まったく新しい事象について、いち早く研究
をまとめることが可能となった。以上の成果は上記の論文、書籍で発表するのみならず、パブリ
ックフォーラムにおいて、日豪そして東南アジア各国との出入国管理政策にかかる研究のネッ
トワーク、プラットフォームを構築する成果につながった。 
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